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公募説明会

2019年10月09日

フィジカル空間デジタルデータ処理基盤
研究開発事業骨子



本プレゼンのロジックチャート

フィジカルの
エッジに重
心を置いた
CPS の 重
要性に認
識が移って
きている

① 安心・安全

②弱者社会
参画

③労働力
不足

④生産性
向上

エッジPFに必要なパーツと社会実装

エッジに重心を
置いた高度な
CPSを、

誰でも
容易に
低 コ ス ト
で

開発可能な基
盤（イネーブ
ラ）を構築

↓

エッジPF
の開発

エッジのICT化、データの保護技
術を中心に開発し、社会保障を
高度化するデジタルヘルスを促進
する

狭空間高過密な通信環境における
産業機器の安定な相互通信を実
現し、様々なモノとモノが入り乱れる
現場の生産性向上を促進する

サイバー・フィジカル間データのリアル
タイム抽象化（メタ化）技術を中
心に開発し、パーソナルモビリティの
自動運転を実現し、弱者の社会
参画を促進する

アクチュエータによる接触によって得
られる触覚と力覚をも含めたフィジカ
ル空間情報を活用することで、労働
力不足解消を促進する

省庁連携

・厚生労働省
・経済産業省

・警察庁
・国土交通省
・経済産業省

・厚生労働省
・農林水産省
・経済産業省

・総務省
・経済産業省

日本の強みで
あるフィジカル
領域技術が
CPS に つ な
がっておらず、
取り残される

 フィジカル空間
をICT化し
CPSにする技
術の不足

 高度なIoT技
術者の不足
（フィジカル技
術とクラウド技
術の両方を熟
知）

 高いCPS構
築コスト（分
野ごとで開発
がフルスクラッ
チとなるた
め）

問題意識 解決方法背景とニーズ

エッジ・CPS
活用により飛
躍的な解決
が可能で

民間が参
入しにくく

府省連携
が必要な
技術を、

社会課題へ
の実装を行
いながら開発

社会課題 具体的内容

Society5.0
の目指す社会
全ての人とモノがつな
がり、様々な知識や
情報が共有され、新
たな価値を生み出す
こと

➡求められること
 迅速なデータ処
理(クラウドを介
さないエッジでの
脊髄反射）

 クラウドでは捌き
切れなくなるほど
にデータ量が増
加することへの
対応

既存CPS
（クラウドベースに
よるビッグデータ活
用に重心をおいて
発展してきた）

○
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1.背景とニーズ

2.問題意識と開発ターゲット

3.解決方法（エッジプラットフォームの開発）

３－１ 技術的なGAPの解決

３－２ CPS導入に関するGAPの解決

目次
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Society5.0実現のゴールから日本の社会背景を紐解いた際、近い将来の日本社会に対するインパクトを試算

わが国が抱える様々な社会課題健康

生活

効率

農業

労働

医療 防災
インフラ

解決には、社会の隅々でリアルとデジタルの融合（CPS*の活用）を促進

生産労働人口減少
年間41.9兆円のGDP押下げ

医療給付金および介護給付金
年間73.8兆円の支出

AI等の導入による生産性の向上
年間47.9兆円のGDP押上げ

障壁（GAP）の存在

GAPの存在

*Cyber Physical System

②CPS導入に関するGAP①技術的なGAP

○

＊内閣府 経済財政政策報告および白書から算出
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Society5.0実現への貢献

全ての人とモノがつながり、様々な
知識や情報が共有され、新たな価
値を生み出す社会

Society 5.0

・ 通信データ量増加、接続数増加、無線品質
➡リアルタイム処理、どんな環境でもつながる無線

フィジカル空間で求められること

本SIPのゴールはフィジカル空間での上記2つのGAPを解消しSociety5.0を実現

つなげる

知識と情報
の共有

普及促進

導入ハードル
の解消

・ リアルタイム制御、フィジカルAI、低消費電力
➡フィジカル空間内で処理、価値創造

・ 多くは特定用途、専門家向け
➡汎用化による参入障壁・手間低減

・誰でも使え、利活用の裾野を拡げる
➡エコシステムの構築、実証の横展開

②CPS導入に関するGAP

①技術的なGAP

集める
・ どこでも必要なデータを収集、バッテリーレス
➡センシングデータをデジタル化し、IT処理可能に

○ or △
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エッジコンピューティング

物理現象
(ダイナミック)

特徴量抽出
メタ化

クラウド

Cyber Physical System

配信

制御

AI処理・
アクチュエータ

制御

機械
環境
ヒト

①データドメインの技術革新により、フィジカル制御を担うエッジコンピューティングが主戦場に
②現場に近い処理で、より高度でリアルタイムなサービス・価値を創造、クラウドとも連携

アナログ

デジタル

エッジコンピューティングで
価値創造

サ
イ
バ
ー

フ
ィ
ジ
カ
ル

ビッグデータ
(スタティック)

本
事
業
領
域

 中央集中・独立型制御
クラウド

エッジ

デバイス

 自律分散・協調型制御

つなげる

知識と情報
の共有

集める

つなげる

○ or △

求められる技術要件：
１）リアルタイム性
２）超低消費電力エッジ基盤
３）現場データのICT化
４）コネクティビティ
５）高度センシング能力

（大容量非構造ﾃﾞｰﾀ）
センサ
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ク
ラ
ウ
ド

エ
ッ
ジ

デ
バ
イ
ス

ク
ラ
ウ
ド

エ
ッ
ジ

デ
バ
イ
ス

プラットフォーム化の意義
サ
イ
バ
ー

フ
ィ
ジ
カ
ル

自社ブランドの
製造機器・
ロボット中心

製造設備中心
(コンソ認定
機器のみ)

Google
Apple

Azure
(Microsoft)

エッジ(認定商品のみ)で動作

AWS
(Amazon)

スマホ

デバイスで
囲い込み開始機械情報 環境情報

クラウド
実行基盤

HWで縛る垂直統合型ビジネス

データ囲い込み・
サブスクリプション型ビジネス

MindSphere
(SIEMENS)

LUMADA
(日立)

PJ受注による一品物開発

エッジ
プラットフォーム

汎用デバイス・
先端センサ

機械情報 ヒト情報 環境情報

SIPフィジカル

垂直統合／受託開発 クラウド型の展開

FIELD
System

(FANUC)

Edgecross
(三菱)

機械情報 環境情報

水平分業／少量多品種型開発

GAFAクラウド型のビジネスは、
水平分業型でIoTを取り込み、
裾野拡大

CPS導入に関するギャップを
汎用プラットフォームで解決

△
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1.背景とニーズ

2.問題意識と開発ターゲット

3.解決方法（エッジプラットフォームの開発）

３－１ 技術的なGAPの解決

３－２ CPS導入に関するGAPの解決
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問題意識と開発ターゲット
システム規模

安心
安全

弱者社会
参画

労働力
不足

生産性
向上

ありたい姿

協調して目指す領域

水平分業／PF活用
開発手法

化学 製造 自動車

流通 通信 輸送

現状

垂直統合／受託開発

既存領域（大手ICTベンダ）

将来の戦略
大

小

課題先進国として府省連携が必須
な領域を選定

①わが国の社会課題（労働生産性・高
齢者福祉・人材不足）が集中

②価値・導入効果確認ができなければ
ICT投資できない（IoTギャップ）

開発ターゲット

△
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開発ターゲットと展開

会社数

システム価格帯

数億円規模

数千万円～規模

数百万円～規模

100百万円以下

中小企業
DIY*領域

未着手領域

大手
ベンダー
領域

大手コンサル領域

開発ターゲット協調して
目指す領域

誰でも使える仕組み
（波及領域）

アジャイル型開発

出所：東京大学「地域課題に基づき高度なIoTソリューションを地域の新しい産業創出に資する取り組み」（2019年3月；本SIP成果）より引用、一部PD修正

スケール

ロングテール化

＊DIY: Do It Yourself 

約700社
（資本金100億円以上）

約2万社
（資本金0.3~3億円）

ウォーターフォール型開発

約400万社
（資本金0.3億円未満）
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1.背景とニーズ

2.問題意識と開発ターゲット

3.解決方法（エッジプラットフォームの開発）

３－１ 技術的なGAPの解決
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研究開発概要
Society 5.０の課題から

バックキャスト＆裾野を広げる領域選定

求
め
ら
れ
る
技
術
要
件

共通技術軸、社会課題(出口)軸の相互連携で本事業を運営
12

△

安心・安全 弱者社会参画 労働力不足 生産性向上

エッジコンピューティング基盤・AI処理・構築運用技術

多量・非構造な現場データのデジタル化/メタ化技術

リアルタイム性を担保したアクチュエーション技術

ロバストな無線通信技術/セキュリティ

高度センシング(フレキシブル、バッテリーレス、超高感度）

つなげる

集める

知識と情報
の共有

つなげる

知識と情報
の共有

P
F
を
構
成
す
る

共
通
技
術

技術的なGAP



1.背景とニーズ

2.問題意識と開発ターゲット

3.解決方法（エッジプラットフォームの開発）

３－１ 技術的なGAPの解決

３－２ CPS導入に関するGAPの解決

目次
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プラットフォーム運営・維持・利活用の仕組み

①社会課題ドリブンの
挑戦的技術開発

②PF技術(材料)を揃え、
PoCでノウハウ（レシピ）
を集積

本事業の実施範囲

IoTストア(コンソで運営)

SIP第2期成果

PoCで得られた
ノウハウ(=レシピ)

OSS*等

材料(技術)と
レシピ(ノウハウ)

蓄積 0

各事業者
技術と
ノウハウを
ライセンス

ユーザ

OSS*との連携と活用

開発基盤を使った
コーディネーション

新たな市場、サービス
の展開と裾野拡大

将来の在りたい姿(SIP終了後)

他の国プロの成果

導入ハードル
の解消
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安心・安全 弱者社会参画 労働力不足 生産性向上

エッジコンピューティング基盤・AI処理・構築運用技術

多量・非構造な現場データのデジタル化/メタ化技術

リアルタイム性を担保したアクチュエーション技術

ロバストな無線通信技術/セキュリティ

高度センシング(フレキシブル、バッテリーレス、超高感度）

つなげる

集める

知識と情報
の共有

つなげる

知識と情報
の共有

＊ OSS: Open Source Software



啓蒙
(有償・無償
セミナー等)

エッジPFのエコシステムとビジネスモデル(案)

エッジコンソーシアム(法人)

無線通信技術 フィジカルセキュリティ技術 アクチュエータ技術

大企業(ｼｽﾃﾑ、装置、ｾﾝｻｰ、ﾃﾞﾊﾞｲｽ)

システムインテグレータ

OSS

アカデミアベンチャー

貢献＆利活用

共同研究成果報酬

起業・
育成

IP提供
運用支援

IP提供 共同研究＆出向
連携・
標準化

ユーザ

大企業

中小・地域・
一次産業・介護

垂直統合型ビジネス
(SI・運用コスト削減として活用)

地域ICT導入ビジネス
(低コスト構築＆運用)

政府
（国プロ）

開発環境 エッジコンピュータ技術 センサーデバイス技術

SIP成果
(フィジカル以外)

＊九大とSIP参画大学・国研からスタート

＊SIP参画企業を中心にスタート

＊九州地区のインテグレータからスタート

ユーザ自身
で運用

IPプールとIoTストア

・2019年度にエッジWG（コンソーシアム前身）を設置。2021年度エッジコンソーシアム法人化を目指す
・WGは九大・伊都キャンパスに設置、九大・NECが運営。コンソ発足数年間はSIP2期の予算措置で運営
・Open/Close戦略でのイノベーションの実践。本SIP成果はOpen、各社固有技術はClose

普及促進

他コンソーシア
ム・PF

(国内外)

＊具体的議論中

海外大手企業
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社会実証の姿：社会インパクト

生産労働人口減少
年間41.9兆円

医療給付金および介護給付金
年間73.8兆円

AI等の導入による生産性の向上
年間47.9兆円

間接効果：年間163.6兆円

介護機器・
サービス市場の拡大
2.5兆円＠2025年/国内*1

工場のIoT投資市場の拡大
４.07兆円＠2031年/国内*2

波及効果：年間6.6兆円

直接効果：年間1兆円市場創出
SIP事業終了５年後の効果

出所：*1半導体産業研究所＆大和総研「半導体の社会貢献」2015年
*2半導体産業研究所＆日経BPクリーンテック研究所「スマート社会戦略研究報告書」2015年

△
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＊事業者計画の合計



2018 2019 2020 2021 2022

要素技術開発

エッジPF実証

エッジPF普及
エッジPF構築／運営に関
するコンソーシアム設立

PFフレームワーク構築

各要素技術
開発

（各事業者）

各要素技術開発、事業者間連携、PFへの入れ込み
（各事業者）

PF評価版開発
α版

PF実
証評
価

PF評価版
開発β版

PF社会実装
評価

研究開発展開スケジュール

・相互にフィードバックしながらスパイラルに成長
・PFと事業者間／各事業者間が連携

Society5.0への適用拡大
PF普及促進のためのコンソーシアムの充実
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生産性向上

1. IoT推進のためのハードウエア・
ソフトウエア・エッジプラットフォー
ムの構築

2. エッジプラットフォーム普及の
スキーム構築

3. 4つの分野における社会実装
（安心・安全、弱者社会参画、
労働力不足、生産性向上）

本事業の成果

わが国の社会課題を解決し、Society5.0を実現

△ or ×
知識と情
報の共有

つなげる

集める

導入ハード
ルの解消

普及促進

安心・安全 弱者社会参画 労働力不足
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エッジコンピューティング アクチュエータ

センサPF

エンドエフェクタ パーソナル
モビリティ

フィジカルセキュリティ

超低消費電力エッジコンピューティング

デバイスHUB(センサデータ前処理、デバイス抽象化)

開発基盤、運用技術

エッジ展開可能なロバスト
無線通信技術

センシング技術

常温発電 超高感度
センサ

フレキシブル
センサ

リアルタイム
制御技術

エッジAIアクセラレータ



体制表
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サブテーマ担当D：井上 弘士（九州大学）

サブテーマⅠ

PⅠ-1:My-IoT開発プラットフォームの研究開発
（九州大学）

PⅠ-2:Smart Resource Flow 無線通信プ
ラットフォームを活用した製造機器連携制御技術
の研究開発（情報通信研究機構（NICT））

サブテーマⅡ
サブテーマ担当D：遠藤 哲郎（東北大学）

PⅡ-1:超低消費電力MTJ/CMOS Hybrid
IoTデバイス基盤技術の研究開発 （東北大
学）

PⅡ-2:ヒューマンインタラクションセンサデバイスシス
テム技術の開発（東京大学）

PⅡ-3:常温発電IoT環境センサの研究開発
（東北大学）

PⅡ-4:超低消費電力IoTデバイス・革新的セン
サ技術（東芝）

サブテーマ担当D：川村 貞夫（立命館大学）
担当D ：小平 紀生（三菱電機）

サブテーマⅢ

PⅢ-2:移動空間デジタルデータのエッジ処理と
クラウド連携による安心・安全・安価な複数台
自動走行パーソナルモビリティの社会実装（パ
ナソニック）

PⅢ-1:CPS構築のためのセンサリッチ柔軟エンド
エフェクタシステム開発と実用化（立命館大
学）

PD（佐相秀幸）

推進委員会
PD（議長）、関係省庁、専門家、
管理法人、内閣府（事務局）

SPD（益一哉）

SPD（西宏章） SPD（石田誠）
事業マネジメント会議

事務局：NEDO

戦略C

戦略委員会
ファシリテーター：木村 康則（JST）
：桑田 薫（東京工業大学）

戦略委員会ミッション
・SIPエッジPFの要件を諮問する
・CPSソリューションを実現するための協

力体制構築

有識者、事業者

エッジPFコンソーシアム
WG責任者：九州大学



END



（参考）PFのグローバルベンチマーク

名称 開発元 PFの分類 アプリ連携のポリシー ターゲット分野 エッジPF/目的

MindSph
ere

Siemens
垂直統合型：
実装は自社受注

ｸﾗｳﾄﾞ上ﾃﾞｰﾀ連携 製造業/ｿﾘｭｰｼｮﾝ
自社受注に活用/
自社開発効率化

Lumada 日立
垂直統合型：
実装は自社受注

ｸﾗｳﾄﾞ上ﾃﾞｰﾀ連携 製造業/ｿﾘｭｰｼｮﾝ
自社受注に活用/
自社開発効率化

FIELD 
SYSTEM

FANUC
垂直統合型：
実装は自社受注

ｸﾗｳﾄﾞ上ﾃﾞｰﾀ連携 工場の工作機械
自社受注に活用/
自社開発効率化

AWS Amazon
ｸﾗｳﾄﾞ型：
ユーザ開発用API公開

ｸﾗｳﾄﾞ上でアプリアドオン
クラウド上の
PaaS(Platform
as a Service)

特定デバイス提供開始/デー
タ獲得の囲い込み

AZURE Microsoft
ｸﾗｳﾄﾞ型：
ユーザ開発用API公開

ｸﾗｳﾄﾞ上でアプリアドオン クラウド上のPaaS
通信セキュリティを注力開始/
データの保全化

本事業
SIP事業➡
５年後別組
織運営

フィジカル領域対応の水
平分業型：
エッジ技術をIP流通の
仕組みで提供

IP流通の仕組みでフィ
ジカル部含むアプリ開
発連携

安心安全、弱者社
会参画、労働力不
足、生産性向上に
係る分野➡展開

オープンな開発環境でアジャ

イル型に開発可能/
ユーザ開発効率化と
市場浸透推進

エッジPFで、新規市場を創出 △
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（参考）ICTの潮流から見たCPSの位置づけ

ダム端末 パソコン

スマートフォン
タブレット

メインフレーム

クライアントサーバ
(オンプレミス）

クラウド
（仮想化基盤）

構造化データ 構造化データ 非構造化データ

PCサーバ

集中処理

分散処理

集中処理

フィジカル空間デジタルデータ処理技術

モノや環境のデータ

モノ

Society 5.0を実現する技術(エッジPF技術）

AI

ヒト

知覚(五感)で獲得するデータ(映像・嗅覚・・)

クラウド技術
(2000年代～)

クライアント
サーバ技術

(～2000年代)

メインフレーム
技術

(～1980年代)

構造化データ 非構造化データ

Internet/
5G

クラウド

フィジカルの世界に
ICTが浸透

エッジ技術で
モノを制御し
ヒトを支援する

第1の波

第2の波

第3の波

クラウド
ファースト

センサ・デバイス

エッジ

第4の波=CPS

超自律分散・協調型制御

サイバー
領域

フィジカル
領域

△
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（参考）他省庁プロジェクト・産業界との連携
フ
ィ
ジ
カ
ル

エ
ッ
ジ

セ
ン
サ
デ
バ
イ
ス

エッジミドルウエア（ソフトウエア層）
SIPフィジカルで開発

SIPフィジカルセキュリティ
エッジセキュリティ技術連携検討

企業で開発 OSS開発

エッジアクセラレータ（ハードウエア層）
SIPフィジカルで開発

経産省AIチップ
AIチップ実装検討

SIPフィジカルで実証

安心・安全
弱者社
会進出

労働力
不足解消

工場生産
性向上

各企業で
事業化

ベンチャー
事業化

Intel 

ARM FPGA 

センサ/CPUデバイス・ロボット＆自動運転デバイス

SIPフィジカルで開発

スピントロニクス

高感度センサ フレキシブルセンサ

常温発電デバイス

柔軟エンド
エフェクタ

パーソナル
モビリティ

センサーフュージョン
エッジ

アクチュエーション

仮想化 開発環境
リアルタイム

アクチュエーション
SRF
無線

文科省
デバイス

既存
デバイス

経産省
デバイス

他SIP・他省庁事業
サイバー動作検証連携

本SIP

NVIDIA

他省庁プロジェクト 産業界
△
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